
保健講話を実施しました（H27.6.26） 

 長良医療センター周産期診療部長 川鰭市郎先生をお招きし、「意味のない命など、一つたりともな

い ～性と生～」というテーマでご講演をいただきました。これは、岐阜市性教育研修事業によるもの

で、産婦人科医との連携による「性に関する教育」の実施を通して、生命の大切さを理解し、人間尊重、

男女平等の精神に基づく正しい異性観をもち、望ましい行動がとれることを目的としておこなわれまし

た。 

 川鰭先生は、ＮＨＫ「プロフェッショナル」などテレビへのご出演もあり、生徒だけでなく教職員に 

とっても大変貴重な機会をいただくことになりました。川鰭先生からは、岐阜県内の性感染症の概要と

現場に立たれる先生しか語りえない妊娠、出産を通した命の大切さ、そして生徒達へこれから生きてい

く上での意思決定のヒントや身近な幸せについて、心に響くメッセージをいただきました。 

 講演後の生徒の感想でも「責任を持った行動をしたい」「私なりの幸せを見つけたい」「世の中に生ま

れてくる子ども全員が親から『生まれてきてありがとう』と迎えられるようになればいいなと思う」な

ど、普段の授業だけでは考えを深めることができないことについて考えさせられる１時間となりました。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  


